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～慢性硬膜下血腫～
１ヶ月位前に頭をぶつけたけど、最近何だか調子が悪いなあと
思ったら、それは慢性硬膜下血腫かもしれません。

脳と硬膜（脳を包む膜）との間に液体状の血液がたまった状態
です。

「転倒して頭をぶつけた」などの軽微な頭部外傷が原因で起こる
ことが多く、通常は頭部外傷の後に３週間から３ヶ月位かけて
ゆっくり血液がたまっていきます。

高齢者、飲酒者に比較的多く、血液凝固機能に問題のある人や抗血
小板剤や抗凝固剤を使用している人も、通常の人に比べて発生しや
すい傾向にあります。

症状は、認知症、歩行障害、頭痛が多く、半身麻痺や意識障害、痙
攣発作、尿失禁も来たすことがあります。

血腫が薄く無症状の場合は、自然に吸収される場合もあり経過観察
をします。
血腫が厚く症状がある場合は、手術治療を行います。比較的リスク
の少ない手術で、多くの症例で手術翌日には症状が改善しています。

1ヶ月～数か月前に頭をぶつけたことがあり、最近頭痛や物忘れ、
体の動きが悪いなどの症状がある場合は、一度ご相談ください。
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